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口部を設け，小水路により旧河道と結び付けた。地形勾配 1/400 のケースでは，計画流量の 1.6 倍，1.8 倍
の超過洪水に対して，3.7 km の河道距離において洪水ピーク流量を約 5%，約 7%低減できた。また，上流
の越流部から侵入した氾濫流は，旧河道以外の堤内地も 1/3 程度浸水させるが，開口部から上流に向かう
浸水がウォータークッションとなり，氾濫流の流速は 1m/s 以下となり，流速による甚大な被害発生は生じ
ないいと考えた。 
以上より，流水型遊水地は，下流の流量負荷の低減にある程度の効果を持つとともに，山間河川の堤防
決壊による水災害軽減する上でも一定の効果をもたらす治水方策であることを示した。 
 
 
 
論文審査結果の要旨 
近年，頻発化する豪雨災害による甚大な被害を受け，さらに気候変動による水災害リスクの増大に備える
ため，河川流域のあらゆる関係者が協議し流域全体で行う治水対策“流域治水対策”への転換が現在進めら
れている。本研究では，上流部の山間河川における超過洪水に対し，計画的な氾濫をさせる流水型遊水地に
着目し，数値シミュレーションを用いて河道内水位の低下と氾濫域での洪水流況の推定，氾濫域での地形を
利用した被害低減の効果的な方策について検討がなされている。 
本研究によって，以下の研究成果が得られた。 
1) 全国を対象とした山間河川の地形特性と氾濫形態・土地利用を調査分析した結果，山間河川の沿川
では，“洪水氾濫を前提とした住まい方”となっていることが明らかとなり，このような土地利用形態
は本国の谷底平野では一般的であると考えられる。 
2) 上記の土地利用形態の一つである堤防開口部について，兵庫県千種川水系作用川を例に氾濫解析を
実施した。その結果より上流の越水箇所，水田，下流の堤防開口部を一つの治水システムとして捉え，
水田を出水時の臨時放水路として流下能力を確保する治水戦略であると考えられる。 
3) 計画的氾濫を想定する新たな治水対策である“流水型遊水地”について，モデル河川を用いた数値
実験より，下流の流量負荷低減に加え，山間河川の堤防決壊による水災害低減への効果が期待できる可
能性が示された。 
上記の結果より，近年頻発化している豪雨災害に向けて注目されている流域治水に関する先進的な内容で
あり，学術的だけでなく，社会的に有用な知見が示されていると考えられる。よって，審査委員会は本論文
に対し，博士（工学）の学位論文としての価値を認める。 
